
１
．
大
田
市
の
森
林
・
林
業

　

大
田
市
は
島
根
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

世
界
遺
産
の
石
見
銀
山
や
国
立
公
園
の
三さ
ん

瓶べ

山さ
ん

を
有
す
る
、
歴
史
と
自
然
が
多
く
残
る
地

域
で
す
。

　

現
在
の
大
田
市
の
原
木
生
産
は
間
伐
が
主

体
で
あ
り
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
が
行
え
て

い
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
主
伐

に
伴
う
更
新
が
図
ら
れ
な
け
れ
ば
、
将
来
的

に
は
高
齢
級
に
偏
っ
た
林
齢
の
構
成
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

市
役
所
に

「
森
づ
く
り
推
進
室
」
を
新
設

　

市
で
は
地
域
産
業
の
振
興
を
進
め
る
と
と

も
に
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
を
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関

係
の
担
当
部
署
を
強
化
す
る
こ
と
を
検
討
し
、

平
成
27
年
度
に
「
森
づ
く
り
推
進
室
」
を
新

設
し
ま
し
た
。

　

森
づ
く
り
推
進
室
の
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ま
で
の
鳥
獣
害
対
策
を
含
む
林
務
担
当

３
名
体
制
か
ら
、
鳥
獣
害
対
策
を
除
い
た
林

務
専
門
の
担
当
と
し
、
さ
ら
に
島
根
県
、
大

田
市
森
林
組
合
か
ら
林
業
の
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
職
員
を
各
１
名
派
遣
し
て
い
た
だ

き
、
大
田
市
職
員
３
名
を
加
え
た
５
名
体
制

で
、
林
業
振
興
だ
け
で
な
く
森
林
を
活
か
し

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
構
想
」
の
策
定

　

市
で
は
、
市
内
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
の
関
係
者
、
建
設
業
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
検
討
を
重
ね
、

平
成
29
年
３
月
に
「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ

森
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
構
想
で
は
、「
森
林
を
活
か
し
地
域
産

業
を
伸
ば
す
」、「
森
林
を
守
り
育
て
公
益
的

機
能
を
伸
ば
す
」、「
森
林
を
使
い
次
世
代
に

つ
な
げ
る
」
の
３
つ
を
取
組
の
柱
と
し
て
、

需
要
に
応
じ
て
、
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
こ
と
で
山
を
若
返
ら
せ
、
地
域
の
力

に
よ
り
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
維
持
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
森
林
空
間
の
多
面
的
利
用

の
両
立
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
構
想
に
沿
っ
た

取
組
の
き
ざ
し

　
「
大
田
市
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
構
想
」

は
策
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
す
が
、
本
構
想
の

考
え
方
に
沿
っ
た
先
行
的
な
取
組
が
既
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
紹

介
し
ま
す
。

①
川
上
で
の
取
組

　

大
田
市
に
は
原
木
市
場
や
製
材
工
場
が
集

積
す
る
と
と
も
に
、
近
隣
市
町
に
は
、
合
板
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
等
が
整
備
さ
れ
、

安
定
的
な
原
木
供
給
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
素
材
（
原
木
）
生
産
の

主
な
担
い
手
と
な
る
事
業
体
が
市
内
に
不
在

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内
の
森
林
組
合
職
員

に
伐
採
・
搬
出
の
技
術
を
習
得
さ
せ
る
た
め
、

県
外
の
先
進
的
な
素
材
生
産
事
業
体
へ
の
派

遣
研
修
を
実
施
し
、
森
林
組
合
の
原
木
生
産

体
制
の
強
化
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
木
生
産
量
の
増
加
と
主
伐
後
の
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確
実
な
再
造
林
に
取
り
組
む
た
め
、
市
外
の

素
材
生
産
事
業
体
と
森
林
組
合
が
連
携
協
定

を
締
結
し
、
事
業
計
画
段
階
か
ら
両
者
が
事

業
量
、
時
期
、
作
業
方
法
に
つ
い
て
打
合
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
森
林
組
合
が
主
伐
を
行
う
現
場

で
、
原
木
市
場
・
製
材
工
場
の
担
当
者
に
よ

る
採
材
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
収
益
力
ア
ッ

プ
に
向
け
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図
っ
て
い

ま
す
。

②
川
中
で
の
取
組

　

市
内
の
原
木
需
要
は
製
材
用
で
年
間
８
千

㎥
強
あ
る
一
方
、
市
内
で
生
産
さ
れ
た
原
木

の
供
給
先
は
、
市
外
向
け
合
板
・
チ
ッ
プ
用

が
多
く
、
市
内
製
材
用
へ
は
１
千
㎥
強
の
供

給
に
と
ど
ま
る
な
ど
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
は
、
公
共
建
築
物

や
民
間
住
宅
で
市
産
材
の
利
用
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、
島
根
県
が
行
う
県
産
材
認

証
に
加
え
、
市
産
材
の
認
証
の
取
組
に
着
手

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
需
要
に
適
時
に
応
じ
ら
れ
る
安
定

的
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
原
木
市

場
で
市
産
材
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整
備
の

検
討
、
川
上
と
川
下
の
需
要
・
供
給
情
報
を

共
有
す
る
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
。

③
川
下
で
の
取
組

　

近
年
、
住
宅
の
品
質
・
性
能
に
対
す
る
消

費
者
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
よ
り
、
寸
法
安
定

性
に
優
れ
、
強
度
性
能
が
明
確
な
木
材
製
品

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
木
材
製

品
一
本
ご
と
に
ヤ
ン
グ
係
数
な
ど
の
性
能
の

明
確
な
表
示
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
世
代
の
、
無
垢
の
木
を
使
っ

た
家
に
住
み
た
い
と
い
う
要
望
に
応
え
、
ス

ギ
の
梁
・
桁
で
の
利
用
な
ど
、
顔
の
見
え
る

木
材
で
の
家
づ
く
り
の
普
及
や
、
今
後
、
原

木
生
産
量
の
増
加
が
想
定
さ
れ
る
ス
ギ
・
ヒ

ノ
キ
を
使
用
し
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
新

用
途
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
森
林
の
多
面
的
利
用
の
推
進

　

林
業
や
木
材
利
用
へ
の
市
民
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
の
小
学
生
を
対

象
に
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
作
業
見
学

及
び
林
業
に
つ
い
て
学
習
す
る
植
林
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
は
初
め

て
体
験
す
る
林
業
に
感
動
し
、「
大
人
に
な
っ

た
ら
働
き
た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
民
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
に
よ
る
出

前
講
義
や
現
場
見
学
な
ど
の
活
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

森
づ
く
り
構
想
の

実
現
に
向
け
て

　

今
回
の
構
想
の
策
定
に
あ
た
り
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
の
多
く
の
み
な
さ

ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
現
状
を
共
有
し
た
こ

と
で
、
多
く
の
課
題
と
と
も
に
、
み
な
さ
ん

の
思
い
や
熱
意
の
共
有
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
を
今
後
の
森
づ
く
り
に
つ
な
げ

る
と
と
も
に
、
先
行
し
て
い
る
取
組
を
さ
ら

に
深
化
さ
せ
、
毎
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
検

証
・
見
直
し
を
重
ね
つ
つ
、
大
田
市
の
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

木材市場や製材事業者による採材指導

ストックヤード整備に向けた現地検討

近隣自治体での地域材利用状況の視察

小学生の林業現場
見学と植栽体験
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